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平成２５年８月２９日 

各 位 

会 社 名 日本リーテック株式会社 

代表者名 代表取締役社長 田邊昭治 

（ｺｰﾄﾞ番号 1938 東証第二部） 

問合せ先 常務取締役 

経営企画本部長 寺村明夫 

（TEL:03-6880-2714）    

   
中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 
当社は、平成２６年３月期から平成２８年３月期までの３ヶ年を対象期間とする新中期

経営計画『ＮＲビジョン２０１５』“変革への挑戦”を策定しましたので、その概要につい

て下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
「中期経営計画２０１２」（前中期経営計画）では、この期間を合併によって新たにスタ

ートした日本リーテック株式会社の将来を決する基盤構築のための最重要期間として位置

づけて、強い競争力を身に付けるための諸課題に取り組んでまいりました。前中期経営計

画の大きな柱のひとつ「徹底した合併効果の創出」については、重複する経営資源や拠点

の整備・統廃合、業務プロセスの改革、ＮＲシェアードサービスの設立、４本部の相互連

携・相乗効果の発揮などの成果によって、次の飛躍を期するための基盤を整備・構築する

ことが出来ました。また、もうひとつの柱であった「『変革と挑戦』の意識改革」について

は、当社にとって意識改革は永遠の課題であるとの認識の下、「変革への挑戦」をスローガ

ンにして、“NR ビジョン 2015”でも引き続き取り組むこととしました。 
一方、当社を取巻く経営環境は大きく変化しつつあり、現在の受注環境が今後も継続す

るとは考えられません。東日本大震災により被災した福島第一原子力発電所の事故に起因

して、全国の原子力発電所の運転停止という未曽有の事態になり、電力各社の経営は大幅

に悪化しています。また、これにより再生可能エネルギーの拡大を含めたエネルギー構成

のあり方が大きく問われています。 
このように、鉄道、道路、電力等のお客様を中心に、自らが置かれた厳しい経営環境の

中で、お客様自身が変わらざるを得なくなっている状況では、今後、受注サイドである工

事会社にも一層の変革が求められるのは必然であり、従来とは異なる未知の領域に踏み込

んでいく事になることが想定されます。我々は常にお客様に選択される立場であり、お客

様から求められる難しい課題に応えていかなければなりません。そのためには、我々自身

が変革に挑戦し続けることが必要です。 
このような認識の下、これからの３年間は、引き続き「意識改革」に挑戦することによ

り、「安全」の企業風土をより確かなものにするとともに、それを基盤とする「品質」「技

術力」「価格」などの会社の付加価値を増大させ、組織管理能力を向上させることを目指し

ます。 
全役員、全社員が決して内向きにならず、外に大きく目を開いてこれからの新しい時代

に挑戦してまいります。 
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経営理念 

 

当社は、お客様から信頼される企業を目指し、安全と品質の向上

及び技術の研鑽に努め、卓越した技術と誠実な施工をもって、鉄道、

道路、エネルギー、情報通信、地域開発の各分野を中心とした総合

設備会社として社会に貢献してまいります。 

 

経営の基本方針 

（安全） 

１． 安全は経営の根幹である。労働災害及び重大事故ゼロを目指

して、役員、社員一人ひとりが自らの職責を全うして安全を

築き上げます。 

 

（意識改革で会社の発展） 

２． お客様から信頼され社会的責任を果たすため、役員、社員全

員が常にチャレンジ精神で自ら考え行動する企業風土への改

革を目指し、競争力と収益力に優れた企業として、持続的成

長を実現します。 

 

（社員の働きがい） 

３． 社員一人ひとりが仕事を通じて自ら成長し、業績に貢献した

ものが報われる働きがいのある職場を目指します。 

 

 

１． 環境認識 

（１） 政治、社会、経済 

国土強靭化計画、エネルギー政策の転換、国・地方自治体の巨額債務、地方

経済の疲弊、少子高齢化（社会保障費の増大） 

 

（２） 業界及び顧客動向 

老朽化対策（建設から維持・補修・更新）、震災復興需要の増加、耐震化工

事の増加、安心・安全の追求、整備新幹線工事の減少、原子力発電所の再稼

働不透明、電力会社の経営悪化、電力発送電分離の動向 
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２． 戦略課題 

（１） 意識改革 

“ＮＲビジョン２０１５”では“意識改革”を最重要戦略課題として位

置付けました。社員の“意識改革”については、前中期経営計画でも基本

方針のひとつとして取り組みましたが、引き続き危機感をもって取り組む

べき課題としました。意識改革は、「安全」「品質」「営業」「技術」「価格」

などの業務全般に関わることであり、各組織のトップ（管理者）を始めと

する全社員一人ひとりが、“改革に挑戦し続ける企業風土”を築き上げま

す。 
“志を高く、元気で前向きに、日々成長”をスローガンに意識改革を進

めます。 

・ 仕事に高い使命感を持つ（自分の仕事に誇りと責任を持つ） 

・ 役員、社員一人ひとりが自ら考え行動する 

・ 法令順守の徹底指導 

 

（２） 安全の確立、品質の向上 

経営の基本方針で第一に掲げているとおり、安全は経営の根幹です。更なる

安全・品質の向上を目指し、全社員で新たな安全風土を構築します。 

・ 現場任せでなく組織で築き上げる安全文化の創出（『ＮＲ安全の樹２０１３』） 

・ 安全衛生マネージメントシステム（NOHS）の展開 

 

（３） 収益力・営業力の強化 

市場が成熟する中で、規模の拡大だけを求めるのではなく、コア技術を徹底

的に磨きぬき、他社との差別化を図り、質で勝負できる体制を築き上げます。 

また、前中期経営計画の成果によって当社の財務体質は着実に改善していま

すが、“ＮＲビジョン２０１５”では更なる財務体質の強化を目指します。 

・ 首都圏の営業強化 

・ コストダウンの徹底、技術提案の推進 

・ 財務体質の強化（自己資本比率の向上、有利子負債の圧縮、営業キャッ

シュフローの恒常的黒字化） 

 

（４） 技術力・施工能力の向上、技術開発の推進 

工事会社の「商品（売り物）」は「技術力」「施工能力」であり、施工に関す

る改善、改良などに継続して取組み、その促進・支援の仕組みを構築すると

ともに、現場第一線からの技術提案を慫慂します。 

また、失敗を恐れないで技術開発にチャレンジする意識付けを行うとともに、

市場が拡大傾向にある分野（業種）の強化にも努めます。 

・ 各種発表会や技術開発委員会の活性化 

・ 通信分野の強化 
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（５） 人材育成の強化、教育の充実 

企業は人であり、社員一人ひとりの成長がなければ会社としての成長もあり

ません。会社による育成支援の環境整備と合わせて、社員には自らが成長す

るという強い意志を持つことを求めます。全社員がそれぞれ必要とされる資

格の取得を目指します。また、将来の会社を担う若手管理者を育成するため

にも、多様な経験を積ませる計画的な異動も実施します。 

・ 管理職育成プログラムの再構築 

・ 管理職研修の充実、強化 

・ 教育研修プログラム（ソフト）と教育設備（ハード）の整備 

 

（６） 経営効率の向上、業務改善の推進 

情報システムの強化と改善を実施し、業務の効率化を図ります。また、管理

業務の効率化については、事務系子会社（ＮＲシェアードサービス）の活用

を更に図ります。 

・ 連結決算の早期化 

・ ＮＲシェアードサービスの業務拡大（支店、グループ会社） 

・ 電子化の推進（認証、会議） 

 

（７） 部門間連携、グループ戦略 

４本部（鉄道、道路、工務、電力）及び関連子会社（６社）の更なる総合力

の強化・発揮により、ＮＲグループ全体収益の最大化を図ります。 

・ 部門を超えた情報の共有化による組織営業の強化 

・ 部門間連携による施工体制の強化 

・ グループ全体での相乗効果を最大限に発揮（保有技術の活用） 

・ 人事交流の実施 

 

３． 経営数値目標 

（単位：億円） 

 
第５期 

（H25 年度） 
第７期 

（H27 年度） 

受 注 高 ４５０ ４７０

売 上 高 ４９６ ４６０

営業利益 ２７ ３５

 

以 上 

 


